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指導医向け機能

学生向け機能

オーダ、検査結果等全てのデータを参照する。（本番カルテ環境を参照する。）
学生カルテ管理画面に自身に割当済みの患者・カルテのリストが表示されます。
患者名の下部分に表示されている「学生カルテ」ボタンを押下し、「本番参照」ボタンを押下することで
本番環境のカルテが起動します。
本番環境のカルテはオーダ、検査結果等全ての情報を参照できます。（本番環境への記載はできま
せん。）

学生が記載したカルテを特定する方法
学生カルテ管理画面に以下条件に従い表示される学生・学生の割当患者・カルテのリストから記載し
たカルテを特定できます。
１．学生に関しては、現在ローテーション中の学生がいる場合は「患者を割当済みの学生かつロー
テーション中の学生のみ」、これ以外の場合は「患者を割当済みの学生のみ」を表示します。
２．割当済みの患者に関しては、「学生自身がカルテを記載している患者のみ」を表示します。
３．カルテに関しては、「学生自身が記載したカルテのみ」記載が見える状態で表示し、これ以外は
「詳細表示ボタン」押下時に記載が見える状態で表示します。
また、それぞれ該当表示部分のフィルタを切り替えることで、条件を変更して表示することもできま
す。

自分に割当てられている患者を一覧表示する
学生カルテ管理画面に自身に割当済みの患者・カルテのリストが表示されます。
自分に割当てられている患者を確認できます。
また、それぞれ該当表示部分のフィルタを切り替えることで、条件を変更して表示することもできま
す。

カルテを記載する。（学生カルテ環境にカルテを記載する。）
学生カルテ管理画面に自身に割当済みの患者・カルテのリストが表示されます。
患者名の下部分に表示されている「学生カルテ」ボタンを押下することで学生カルテが起動しますの
で、電子カルテの「診療記録」ボタンを押下し、カルテを記載してください。

学生へ患者の割当方法
学生患者割当画面の左側に表示されている患者リストから学生に記載を許可する患者を指定し、右
側に表示されている学生リストから記載を許可する学生を指定した後、画面右下の「確定編集ボタ
ン」を押下後の確認画面で「確定ボタン」を押下することで割当が完了します。

学生と患者の自動割当方法
学生患者割当画面のタイトルバーに表示されている「自動割当の設定はこちら」のリンクを押下し設
定を行うことで、以降設定の通り自動割当が行われます。

参照中のカルテ（本番系）から学生の学生カルテ記載内容を確認する方法（学生カルテ環境を参照する。）
個人メニューに「学生カルテ」のアイコンを追加することで参照中のカルテから学生カルテ環境のカル
テを起動することができます。

学生カルテ管理システム

はじめに

学生カルテ管理システムは「学生患者割当機能」によって、学生カルテ環境において学生が記載可
能とする患者の指定、または「学生カルテ管理機能」によって、指導医及び学生のカルテへのアクセ
ス、記載内容把握を補助することを目的としています。

備考・注意
学生患者割当機能には自動割当機能が実装されております。診療科ごとの設定であるため、使用す
る場合は診療科内で認識合わせを行っていただくようお願いします。



※学生カルテ管理（割当）は分類=メンテナンスにあります。
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「確定編集ボタン」を押下します。
学生患者割当編集画面で割当期間、教育用に使用する病名、備考を入力します。
確定ボタンを押下します。

学生へ患者の割当方法

ポータルから学生カルテ管理（割当）を起動し、学生患者割当画面を表示します。

学生患者割当画面の左側に表示されている患者リストから記載を許可する患者を指定します。
選択された患者の行は背景色が青色で表示されます。
学生患者割当画面の右側に表示されている学生リストから記載を許可する学生を指定します。
選択された学生の行は背景色が青色で表示されます。
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※学生カルテ管理（割当）は分類=メンテナンスにあります。
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確定ボタンを押下します。

学生と患者の割当削除方法

ポータルから学生カルテ管理(割当)を起動し、学生患者割当画面を表示します。

学生患者割当画面の右側に表示されている学生リストから、該当する学生の割当済患者列の「開ボ
タン」を押下します。
割当済みの患者が表示されますので、該当する患者の「割当解除」ボタンを押下します。

割当時に指定する割当期間（デフォルトは退院日）を過ぎると自動的に学生のカルテへの書き込み
が不可となります。操作ミス等で本来必要のない割当を解除する場合に使用してください。

学生と患者の自動割当方法

学生患者割当画面のタイトルバーに表示されている「自動割当の設定はこちら」のリンクを押下し設定
画面を表示します。

チェックボックスで自動割当の設定を変更します。
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※学生カルテシステム（管理）は分類=共通の中にあります。
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直近に記載したカルテは学生カルテ管理画面で確認可能です。全ての記録を参照する場合は「学生
カルテ」ボタンを押下することで学生カルテが起動します。
該当するボタンを押下することで、リストに表示する学生、患者、カルテの条件を変更することができ
ます。一括で折りたたむ等の操作も可能です。

本番系から学生カルテを起動するショートカットの作成方法

患者カルテ画面の個人＞設定から「学生カルテ」のアイコンを追加します。

追加された「学生カルテ」を押下することで学生カルテ環境のカルテが起動します。

学生が記載したカルテを特定する方法

ポータルから学生管理システム（管理）を起動し、学生カルテ管理画面を表示します。

患者名横に「本人記載数：xx」の表記で学生がカルテ記載を行った患者を特定できます。
デフォルトのフィルタでは本人記載がない患者は表示されません。
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※学生カルテシステム（管理）は分類=共通の中にあります。

※学生カルテシステム（管理）は分類=共通の中にあります。
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ポータルから学生管理システム（管理）を起動し、学生カルテ管理画面を表示します。

学生カルテ管理画面が起動すると、自分に割り当てられた患者をリスト表示することができます。
患者名の右側の「学生カルテ」ボタンを押下すると電子カルテが学生モードで起動します。

電子カルテの記録＞診療記録を押下します。

カルテ右側に診療記録の入力画面が表示されるので入力後、終了ボタンを押下して確定保存してく

自分に割り当てられた患者を一覧表示する方法

ポータルから学生管理システム（管理）を起動し、学生カルテ管理画面を表示します。

学生カルテ管理画面が起動すると、自分に割り当てられた患者をリスト表示することができます。
デフォルトのフィルタでは本人記載がない患者はカルテ部分を隠して表示されます。

カルテを記載する。（学生カルテ環境にカルテを記載する。）
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学生カルテ環境起動後に「本番参照ボタン」を押下することで全ての情報を参照できる本番カルテ環
境でカルテが起動します。本番カルテ環境へのカルテ記載はできません。

オーダ、検査結果等全てのデータを参照する。（本番カルテ環境を参照する。）


